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⑰
第
四
巻
第
八
章
第
六
法
文

同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
首
都
長
官
マ
ー
ク
シ

（
１
）

ム
ス
に
〈
一
日
一
示
す
〉
。

自
由
に
対
し
て
は
父
祖
た
ち
に
よ
っ
て
大
い
に
価
値
が
認
め
ら
れ

て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
卑
属
に
対
す
る
生
殺
与
奪
の
権
を
認
め
ら
れ

て
い
る
家
父
が
自
由
を
奪
う
こ
と
は
、
許
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

Ⅲ
あ
る
者
が
未
成
年
者
の
と
き
に
売
却
さ
れ
〈
の
ち
に
〉
成
年

者
と
し
て
事
務
を
遂
行
し
た
と
き
は
、
購
入
は
未
成
年
者
の
認
識
に

（
２
）

義
務
を
負
わ
せ
な
い
の
だ
か
ら
、
購
入
の
抗
弁
お
よ
び
成
年
者
に

（
３
）

よ
っ
て
事
務
が
遂
行
さ
れ
た
と
の
抗
弁
は
、
［
日
中
］
に
到
達
し
よ
う
と

し
て
い
る
者
を
拘
束
す
る
べ
き
で
は
な
い
。

②
あ
る
者
の
も
と
で
奴
隷
上
了
し
て
養
育
さ
れ
て
成
年
者
と
な

り
、
あ
た
か
も
主
人
の
よ
う
な
売
主
に
唯
々
諾
々
と
従
い
事
務
を
遂

（
４
）

行
し
て
き
た
が
、
す
で
に
ほ
ぼ
最
終
的
な
［
日
由
を
得
て
い
る
者
‐
も
、

成
年
者
と
な
っ
た
こ
と
で
自
ら
の
出
自
を
知
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

ま
た
、
売
却
を
甘
受
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
彼
が
知
ら
な
か
っ
た
出
自

を
放
棄
し
た
と
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
も
な
い
の
だ
か
ら
、
未
成
年
者

〈
の
と
き
に
売
却
さ
れ
た
場
合
〉
と
同
様
に
、
同
じ
購
入
の
抗
弁
お

法
政
史
学
第
五
十
七
号

（
承
一
別
）

よ
び
事
務
が
遂
行
さ
れ
た
と
の
抗
弁
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
る
べ
き
で

（
５
）

は
な
く
、
両
者
に
自
由
身
分
の
主
張
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

０
何
ら
か
の
利
益
の
た
め
に
再
び
も
と
の
奴
隷
状
態
に
置
か
れ

た
被
解
放
者
に
つ
い
て
も
、
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
被
解

放
者
の
事
例
は
以
下
の
よ
う
な
制
限
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
未
成
熟
者
と
し
て
一
四
歳
以
下
で
解
放
さ
れ
た

が
、
そ
の
後
奴
隷
状
態
に
留
め
置
か
れ
、
〈
自
分
が
〉
知
ら
な
か
っ

た
自
由
を
享
受
せ
ず
、
成
年
者
と
し
て
売
却
さ
れ
て
事
務
を
行
っ
た

者
は
、
自
由
身
分
の
主
張
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
年
齢
の
者
に
は
、
与
え
ら
れ
た
自
由
を
知
ら

な
か
っ
た
り
忘
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
容
認
さ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
し
か
し
、
記
憶
が
確
か
で
、
後
に
な
さ
れ
た
売
却
に
知
り
な
が

ら
巻
き
込
ま
れ
た
者
は
、
本
法
の
恩
恵
を
欠
く
べ
き
で
あ
る
。

Ⅲ
他
方
、
こ
れ
ら
の
者
に
財
産
を
委
ね
て
い
た
者
た
ち
自
身
も

救
済
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
で
、
上
記
に
含
ま
れ
る
す
べ
て
の
者
た

ち
の
誰
か
が
自
由
を
請
求
す
る
と
き
は
、
裁
判
官
は
、
彼
（
Ⅱ
自
由

身
分
の
請
求
者
）
の
も
と
に
あ
っ
て
、
自
分
が
主
人
で
あ
る
と
主
張

す
る
者
に
属
す
る
こ
と
を
彼
が
認
め
た
も
の
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
疑

わ
れ
な
い
以
上
、
返
還
さ
れ
取
戻
さ
れ
る
よ
う
に
た
だ
ち
に
判
決
す

べ
き
で
あ
る
。

⑤
し
か
し
、
請
求
さ
れ
た
も
の
が
、
〈
自
由
身
分
請
求
者
の
〉

四

六

Hosei University Repository



（
６
）

否
認
に
よ
っ
て
争
わ
れ
た
と
き
に
は
、
他
の
法
か
ら
理
解
さ
れ
る
よ

う
に
自
由
身
分
の
主
張
者
の
担
保
に
よ
っ
て
保
全
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
、
自
由
が
奪
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
立
証
さ
れ
た
と
き
に

は
、
彼
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
の
利
益
と
負
わ
れ
る
べ
き
も
の
す

べ
て
が
返
還
請
求
さ
れ
る
よ
う
に
、
請
求
は
延
期
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
、
奴
隷
状
態
が
消
滅
し
た
と
き
は
、
主
人
が
奴
隷
に

特
有
財
産
と
し
て
与
え
て
い
た
も
の
は
〈
主
人
の
手
か
ら
〉
自
由
に

な
る
べ
き
で
は
な
い
の
で
、
主
人
の
権
利
に
基
づ
い
て
奴
隷
に
対
す

る
か
の
ど
と
く
に
供
与
さ
れ
て
い
た
も
の
や
、
そ
れ
ら
の
も
の
か
ら

の
利
益
や
果
実
と
し
て
獲
得
さ
れ
た
も
の
や
、
領
得
行
為
に
よ
っ
て

ひ
そ
か
に
獲
得
さ
れ
調
達
さ
れ
た
も
の
を
、
か
っ
て
主
人
で
あ
っ
た

者
が
有
す
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。

⑥
し
か
し
な
が
ら
、
遺
言
や
贈
与
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
た
も
の

や
、
そ
れ
ら
の
も
の
か
ら
の
収
益
に
基
づ
い
て
購
入
さ
れ
入
手
さ
れ

た
も
の
は
、
そ
の
出
生
自
由
人
に
帰
属
さ
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

、
し
か
し
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
も
の
は
、
自
由
に
関
す
る
訴
訟

が
終
了
し
た
と
き
に
、
上
記
の
も
の
（
Ⅱ
自
分
が
主
人
で
あ
る
と
主

張
す
る
者
に
属
す
る
こ
と
を
自
由
身
分
請
求
者
が
認
め
た
も
の
）
か

（
７
）

『
ｂ
区
別
さ
れ
る
限
り
で
、
係
争
物
受
害
者
の
も
と
に
置
か
れ
る
べ
き

で
あ
り
、
そ
れ
は
、
両
当
事
者
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て
中
立
的
な
権
利

の
も
と
に
置
か
れ
た
状
態
で
彼
ら
が
そ
の
所
有
権
を
争
え
る
よ
う
に

テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典
（
Ｏ
・
□
の
〆
弓
ロ
の
。
□
・
の
一
目
こ
の
）
（
’
’
一
）
（
後
藤
）

す
る
た
め
で
あ
る
。

セ
ウ
ェ
ー
ル
ス
と
ル
ー
フ
ィ
１
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
五
月

一
八
日
テ
ッ
サ
ロ
ニ
ー
カ
で
付
与
す
。

（
１
）
二
目
言
こ
の
・
法
文
⑪
註
（
１
）
参
照
。

（
２
）
○
・
ｓ
・
｛
『
巴
巨
の
．
＆
す
」
・
に
よ
れ
ば
、
未
成
年
者
の
と
き
に
売
却

さ
れ
た
出
生
自
由
人
は
、
出
生
自
由
人
が
売
却
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

を
彼
自
身
が
認
識
し
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
、
と
い
う

意
味
で
あ
る
。

（
３
）
「
購
入
の
抗
弁
」
と
は
、
自
分
は
奴
隷
と
し
て
購
入
し
た
と
の
買

主
側
の
抗
弁
の
こ
と
を
指
し
、
「
成
年
者
に
よ
っ
て
事
務
が
遂
行
さ

れ
た
と
の
抗
弁
」
と
は
、
成
年
者
に
な
っ
た
の
ち
に
奴
隷
と
し
て
事

務
を
遂
行
し
た
者
は
、
そ
の
事
実
に
よ
っ
て
自
身
の
奴
隷
状
態
を
追

認
し
た
こ
と
に
な
る
、
と
の
買
主
側
の
抗
弁
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ

る
。
○
｛
・
の
○
ｓ
○
吋
の
９
口
の
．
□
ロ
ゴ
」
。

（
４
）
自
由
身
分
を
請
求
し
て
い
る
者
を
指
す
。
Ｏ
【
・
の
○
三
・
｛
『
の
Ｓ
Ｐ
ｇ

ｐ
」
。
な
お
、
自
由
身
分
を
請
求
し
て
い
る
当
人
と
、
身
分
が
問
題

に
な
っ
て
い
る
た
め
に
訴
訟
当
事
者
に
な
れ
な
い
当
人
に
代
わ
っ
て

自
由
を
主
張
す
る
「
自
由
身
分
の
主
張
者
＆
の
①
耳
・
『
」
と
は
、
区

別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
法
文
⑰
註
（
１
）
参
照
。

（
５
）
自
由
身
分
の
主
張
＆
の
①
三
・
に
つ
い
て
は
、
法
文
⑰
註
（
１
）

を
参
照
。

（
６
）
○
・
三
・
〔
『
の
Ｑ
こ
の
．
＆
す
．
｝
・
に
よ
れ
ば
、
本
法
文
と
同
じ
く
コ
ー
ン

四
七

Hosei University Repository



⑭
第
二
巻
第
一
六
章
第
二
法
文

同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
、
ア
ェ
ミ
リ
ァ
・
リ

（
１
）

グ
リ
ア
州
総
督
ウ
ル
ピ
ウ
ス
Ⅱ
フ
ラ
ウ
ィ
ァ
ー
ヌ
ス
に
〈
宣
一
示
す
〉
。

（
２
）

我
等
が
イ
ー
タ
リ
ア
の
御
料
地
と
、
水
借
人
は
、
あ
ら
ゆ
る
特
別
の

（
３
）

負
担
か
》
ｂ
免
除
特
権
を
確
立
さ
れ
た
‘
も
の
と
見
な
さ
れ
る
べ
し
。

ア
ー
フ
リ
カ
に
お
け
る
〈
御
料
地
の
〉
借
地
人
に
な
ら
っ
て
、
定
め

法
政
史
学
第
五
十
七
号

ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
首
都
長
官
マ
ー
ク
シ
ム
ス
に
宣
示
し
た
法

文
⑩
の
勅
法
を
指
し
て
い
る
。

（
７
）
の
①
目
の
の
←
の
【
・
法
律
上
の
争
い
が
、
有
体
物
、
と
り
わ
け
そ
の
所
有

権
や
占
有
権
、
返
還
や
引
渡
に
関
わ
る
場
合
、
当
事
者
は
訴
訟
の
あ

い
だ
こ
の
係
争
物
を
係
争
物
受
寄
者
に
寄
託
す
る
こ
と
が
で
き
、
特

別
な
例
外
的
事
例
に
お
い
て
の
み
、
法
務
官
自
ら
か
そ
の
よ
う
な
係

争
物
の
寄
託
を
命
じ
た
。
係
争
物
受
寄
者
は
、
通
常
の
受
寄
者
と
同

様
の
責
任
を
負
っ
た
が
、
通
常
の
受
寄
者
と
は
異
な
り
、
占
有
者
と

み
な
さ
れ
て
占
有
に
関
す
る
特
示
命
令
】
日
の
『
ｓ
ｏ
白
日
に
よ
る
保

護
を
与
え
ら
れ
た
。
。
【
・
【
口
の
①
【
へ
四
四
ｏ
六
一
．
Ｃ
Ｑ
②
ａ
蔓
②
ｑ
言
い
三
ｓ
ご
‐

駒
の
い
い
ミ
ミ
（
法
文
⑰
註
（
３
）
所
引
）
も
．
ご
」
》
□
の
『
ぬ
の
『
・
雪
Ｑ
・
｛
・
‐

旨
ｓ
ｎ
Ｄ
員
（
・
ミ
ミ
（
法
文
⑳
註
（
３
）
所
引
）
》
の
．
ぐ
・
［
の
①
Ｐ
Ｅ
の
の
‐

（の『］。

ら
れ
た
も
の
と
慣
習
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
み
を
支
払
う
よ
う
に
で

あ
る
。セ
ウ
ェ
ー
ル
ス
と
ル
ー
フ
ィ
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
五
月

（
４
）

二
一
日
に
付
与
す
。
〈
州
総
督
〉
庁
で
読
み
上
げ
〈
記
録
す
〉
。

（
１
）
□
亘
巨
の
国
四
ぐ
】
目
巨
の
．
こ
の
人
物
は
本
法
文
に
し
か
現
れ
な
い
。

ｏ
（
．
、
旧
宛
向
一
・
℃
・
酉
乞
（
ご
Ｆ
国
ぐ
の
可
Ｆ
シ
ヨ
ン
ヱ
『
の
」
函
）
．

（
２
）
の
三
］
（
の
貝
－
８
己
．
「
永
倍
人
」
に
関
し
て
は
、
法
文
⑪
註
（
３
）

参
照
。

（
３
）
の
曽
『
Ｐ
ｏ
ａ
三
四
『
一
Ｐ
「
特
別
の
負
担
」
に
関
し
て
は
、
法
文
⑱
註

（
３
）
参
照
。

（
４
）
｝
の
Ｏ
Ｂ
：
已
四
Ｃ
ｓ
・
帝
政
後
期
に
な
る
と
、
官
庁
に
収
め
ら
れ
た

文
書
は
公
的
文
書
と
し
て
完
全
な
証
拠
能
力
を
有
す
る
こ
と
に
な

り
、
所
有
権
移
転
に
関
す
る
届
け
出
は
義
務
づ
け
ら
れ
、
遺
言
書
な

ど
も
官
庁
に
：
日
：
国
届
け
出
る
な
ど
、
設
権
文
書
主
義
の
浸
透

に
よ
り
、
か
か
る
実
践
が
広
ま
っ
た
。
。
（
・
【
Ｐ
の
①
『
》
Ｄ
Ｂ
ご
昌
冒
言

、
ミ
ロ
ミ
ロ
ミ
ロ
（
法
文
⑮
註
（
２
）
所
引
）
・
で
己
・
雪
Ｉ
斧
口
語
・
行

政
文
書
も
同
様
に
処
理
さ
れ
た
が
、
本
法
文
は
、
少
な
く
と
も
、
皇

帝
に
よ
り
発
布
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
法
が
、
宛
先
の
官
吏
に
よ
っ

て
、
記
録
さ
れ
る
前
に
、
読
み
上
げ
ら
れ
て
い
た
一
の
、
白
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
Ｏ
〔
・
］
・
三
［
四
｛
三
の
葛
の
．
ト
ロ
ミ
ミ
侭
ａ
Ｃ
ｇ
菖
一
言
ト
ロ
Ｅ
』

の
旨
＆
ミ
ニ
言
二
⑩
＆
・
冒
菖
Ｃ
ｇ
の
（
ｚ
の
言
言
ぐ
の
Ｐ
ｇ
ｇ
）
・
ロ

」
』
中
。

四
八
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（
１
）

同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
｜
ナ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
ヘ
ル
ピ
デ
ィ
ウ
ス
に

〈
宣
示
す
〉
。

力
ト
リ
ツ
ク

我
等
は
あ
る
教
会
聖
職
者
ら
や
正
統
な
る
宗
派
に
奉
仕
す
る
他
の

（
２
）

人
々
が
、
敵
対
す
る
一
示
教
の
輩
に
よ
り
大
祓
の
供
犠
を
行
う
よ
う
強

制
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
、
こ
の
勅
令
に
よ
り
以
下
の
よ

う
に
命
じ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
何
ぴ
と
か
が
、
至
聖
な
る

（
３
）

法
に
仕
》
え
る
人
々
は
迷
信
た
る
別
の
宗
教
の
儀
式
を
強
要
さ
れ
る
べ

き
だ
、
と
考
え
た
と
き
は
、
そ
の
者
は
身
分
が
許
す
場
合
に
は
公
衆

の
面
前
で
梶
棒
で
打
ち
据
え
ら
れ
る
べ
し
。
官
位
へ
の
配
慮
が
そ
の

者
か
ら
か
か
る
侮
辱
を
遠
ざ
け
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
は
最
も
重
い

罰
金
刑
を
受
け
、
そ
の
罰
金
は
都
市
に
よ
っ
て
科
さ
れ
る
べ
き
こ

（
４
）

上
」
ｏセ
ゥ
ェ
ー
ル
ス
と
ル
ー
フ
ィ
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
五
月

（
５
）

一
一
五
［
ロ
シ
ル
ミ
ウ
ム
で
付
与
す
。

⑭
第
一
六
巻
第
二
章
第
五
法
文

（
１
）
国
の
亘
ｓ
ｐ
の
・
法
文
⑯
註
（
１
）
を
参
照
。

（
２
）
旨
の
〔
『
・
目
白
の
四
・
『
一
｛
一
口
口
」
こ
の
←
『
巨
日
と
は
災
い
を
遠
ざ
け
幸
運
を

も
た
ら
す
た
め
の
、
周
回
行
列
や
供
犠
な
ど
か
ら
成
る
浄
め
の
祭
儀

で
、
耕
地
や
集
落
や
軍
隊
な
ど
種
々
の
も
の
が
浄
め
の
対
象
で
あ
っ

テ
ォ
ド
シ
ウ
ス
法
典
（
○
・
Ｑ
の
×
ヨ
ゴ
の
。
□
・
の
一
口
目
の
）
（
一
二
）
（
後
藤
）

た
が
、
共
和
政
期
に
最
も
重
要
だ
っ
た
の
は
、
監
察
官
Ｃ
の
己
の
。
『
が

五
年
ご
と
の
戸
口
調
査
８
己
呂
の
の
締
め
く
く
り
と
し
て
マ
ル
ス
の

野
で
挙
行
す
る
、
ロ
ー
マ
市
民
団
の
浄
め
の
祭
儀
で
あ
っ
た
。

Ｏ
〔
・
日
ご
』
の
。
昼
。
「
ｑ
の
一
口
②
巴
ロ
ミ
ロ
（
貝
（
○
ヨ
ミ
ビ
（
』
『
Ｑ
の
□
・
》
○
〆
｛
。
『
Ｑ
》

」
毛
っ
）
・
の
。
ご
・
［
旨
の
（
『
豊
・
ロ
（
｝
こ
の
（
『
畳
・
）
］
・
本
法
文
で
一
一
一
一
口
及
さ
れ
て

い
る
大
祓
の
供
犠
に
つ
い
て
は
、
○
・
二
・
｛
『
の
ｓ
の
．
＆
戸
一
・
は
一
一
一
一
一

三
年
の
主
要
な
出
来
事
は
対
ゴ
ー
ト
戦
と
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ

ス
・
リ
キ
ー
ー
ウ
ス
両
帝
間
の
決
戦
で
あ
り
、
名
宛
人
が
在
ロ
ー
マ
管

区
代
官
で
あ
っ
た
ヘ
ル
ピ
デ
ィ
ウ
ス
で
あ
る
こ
と
も
勘
案
す
る
と
、

ロ
ー
マ
市
及
び
イ
ー
タ
リ
ァ
で
敵
の
撃
退
と
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー

ヌ
ス
の
勝
利
を
祈
願
す
る
た
め
に
挙
行
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
こ

れ
に
対
し
、
の
①
の
Ｃ
【
・
記
の
鴨
②
耳
目
も
つ
・
房
｛
・
》
］
ヨ
は
、
一
一
一
○
八
年
に

即
位
し
た
リ
キ
ー
ー
ウ
ス
の
、
五
年
ご
と
の
即
位
記
念
祭
に
際
し
て
行

わ
れ
た
も
の
と
考
え
る
が
、
名
宛
人
が
在
ロ
ー
マ
管
区
代
官
で
あ
っ

た
理
由
は
説
明
し
て
い
な
い
。

（
３
）
昌
の
目
の
の
巨
已
の
『
の
（
三
・
・
の
巨
己
の
『
の
（
三
・
は
「
迷
信
」
と
訳
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
が
、
「
別
の
迷
信
」
で
は
意
味
が
わ
か
り
に
く
い
の
で

本
文
の
よ
う
に
訳
し
た
。
の
息
の
『
の
三
一
・
は
元
来
、
本
法
文
で
は

「
敵
対
す
る
宗
教
の
輩
曰
く
の
『
の
囚
『
巨
日
『
の
｝
垣
・
目
曰
言
日
三
ワ
巨
の
」

と
い
う
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
『
の
一
一
四
・
と
対
を
な
す
概
念
で
、
共

和
政
期
以
来
、
ロ
ー
マ
支
配
層
に
と
っ
て
の
【
の
｝
垣
・
と
は
、
ロ
ー

マ
国
家
の
安
寧
の
た
め
に
国
家
成
員
が
神
々
と
保
つ
べ
き
正
し
い
関

係
Ⅱ
正
し
い
祭
儀
の
挙
行
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
逸
脱
す
る
祭
儀
慣
行

や
、
い
ず
れ
の
神
に
対
す
る
も
の
で
あ
れ
狂
信
、
魔
術
な
ど
は
①
こ
‐

四
九
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己
の
［
の
【
三
○
と
さ
れ
た
。
○
〔
・
二
・
ｍ
ｇ
己
．
］
・
Ｚ
。
『
三
伜
の
・
宅
『
一
Ｃ
の
）
用
の
‐

』
檀
・
菌
＆
記
・
ミ
の
（
○
四
ヨ
ワ
三
ｍ
の
』
毛
函
）
．
ご
・
］
・
」
七
℃
．
』
」
ウ
ー
ロ
ニ

本
法
文
の
用
語
法
は
、
長
く
『
の
］
垣
。
と
さ
れ
て
き
た
も
の
と
、
か

っ
て
は
２
℃
の
『
の
三
一
・
と
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
立
場
が
逆
転
し
つ

つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
４
）
【
の
ウ
Ｅ
ｍ
ｂ
Ｅ
ワ
’
－
９
⑫
ぐ
白
ｓ
ｏ
口
亘
目
『
・
の
○
三
○
〔
『
①
Ｑ
巨
の
》
ロ
ロ
ロ
・
｝
・
は

国
庫
で
は
な
く
、
都
市
の
金
庫
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
こ
と
、
の
意
と

す
る
。

（
５
）
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
・
リ
キ
ニ
ウ
ス
間
の
二
度
の
決
戦
を

一
一
一
一
一
一
一
一
年
七
月
一
一
日
と
同
年
九
月
一
八
日
の
こ
と
と
す
る
（
法
文
⑱

註
（
２
）
．
（
４
）
お
よ
び
法
文
⑭
註
（
２
）
参
照
）
二
・
日
日
の
目

は
、
の
弓
の
ａ
ｐ
－
ｏ
が
示
す
本
法
文
の
付
与
月
日
は
こ
れ
ら
の
決
戦

の
日
付
と
合
致
し
な
い
と
、
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

註
（
３
）
で
見
た
ご
と
く
、
本
法
文
で
言
及
さ
れ
る
大
祓
の
供
犠
を

決
戦
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
の
た
め
の

戦
勝
祈
願
と
考
え
る
○
・
二
・
〔
『
＆
口
の
》
＆
す
」
・
は
、
写
本
の
伝
え

る
付
与
月
日
に
何
ら
疑
念
を
示
し
て
い
な
い
。
他
方
、
両
帝
間
の
決

戦
を
三
一
一
四
年
の
こ
と
と
し
、
ま
た
註
（
３
）
で
見
た
ご
と
く
、
大

祓
の
供
犠
を
リ
キ
ニ
ウ
ス
の
即
位
記
念
祭
と
結
び
つ
け
る
の
①
の
昊
・

記
択
石
旦
§
」
。
Ｏ
・
ロ
（
・
は
、
リ
キ
ニ
ウ
ス
の
即
位
日
が
一
一
月
一
一

日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
法
文
が
付
与
さ
れ
た
の
は
こ
の
日
付
以
前

で
は
あ
り
得
な
い
と
し
、
ご
ｚ
・
を
閂
シ
三
・
に
改
め
て
本
法
文
の
付

与
月
日
を
一
一
一
月
一
一
五
日
と
す
る
。
国
四
目
の
の
》
ｚ
、
邑
向
ミ
己
言
》
ロ

ヨ
ロ
も
こ
れ
に
従
う
。
、
、
冗
同
」
・
ロ
」
屋
（
出
向
Ｆ
宅
Ｓ
こ
の
」
）
は
、

法
政
史
学
第
五
十
七
号

⑳
第
二
巻
第
九
章
第
一
法
文

コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
〈
宣
示
す
〉
。

汝
の
前
任
者
が
、
将
校
に
し
て
官
房
長
官
た
る
プ
ロ
ク
レ
イ
ァ
ー

（
１
）

ヌ
ス
に
宛
て
て
送
っ
た
圭
白
簡
に
よ
れ
ば
、
定
め
ら
れ
た
も
の
と
し
て

（
２
）

の
官
服
税
ま
た
は
馬
税
を
納
入
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
あ
る

地
方
住
民
ら
の
奴
隷
が
質
物
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
て
、
そ
の
部
署

に
留
め
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
主
人
は
、
租
税
債
務
を
支

払
っ
て
こ
れ
ら
の
奴
隷
を
受
け
戻
す
こ
と
を
せ
ず
、
他
の
者
も
、
こ

う
し
た
売
買
契
約
は
解
除
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
て
購
入
す

る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
ゆ
え
に
我
等
は
〈
以
下
の
如
く
〉
命

じ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
租
税
債
務
支
払
い
の
た
め
に
二
ヶ

月
の
〈
猶
予
〉
期
間
が
奴
隷
の
主
人
に
与
え
ら
れ
、
そ
の
期
間
が
過

ぎ
て
も
租
税
債
務
が
支
払
わ
れ
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
購
入
し
よ
う
と

す
る
者
は
誰
で
あ
れ
、
奴
隷
を
確
実
に
購
入
で
き
る
、
と
。

セ
ウ
ェ
ー
ル
ス
と
ル
ー
フ
ィ
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
一
二

（
３
）

月
一
二
一
日
カ
ス
ト
ゥ
ロ
ー
で
掲
示
す
。

の
①
の
呂
説
を
併
記
し
つ
つ
も
、
写
本
の
付
与
月
日
を
受
け
入
れ
て
い

る
。

五
○
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⑩
第
一
二
巻
第
一
七
章
第
一
法
文

い
く
た
り
か
の
者
た
ち
が
自
ら
の
子
と
し
て
他
人
の
子
を
我
等
の

面
前
に
連
れ
来
た
り
、
個
人
に
課
さ
れ
る
負
担
の
免
除
を
我
等
か
ら

取
得
し
た
、
と
我
等
は
聞
き
及
ん
だ
の
で
、
こ
の
こ
と
が
証
明
さ
れ

た
と
き
に
は
、
そ
の
者
た
ち
は
与
え
ら
れ
た
恩
恵
を
取
り
あ
げ
ら
れ

る
旨
を
、
我
等
は
命
じ
る
も
の
で
あ
る
。
他
方
、
い
ず
れ
の
性
で
あ

テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典
（
○
・
Ｑ
の
〆
弓
ロ
の
。
Ｑ
・
の
一
ｍ
目
の
）
（
一
二
）
（
後
藤
）

す
、〆

。

一
一
三
四
年

（
１
）
。
・
２
－
の
】
ロ
目
白
ヨ
宮
目
日
の
｛
【
目
、
（
｝
の
）
（
『
巨
日
・
「
将
校
に
し

て
宮
一
房
長
官
三
宮
目
の
①
（
ロ
〕
四
ｍ
｝
の
（
の
【
・
霊
Ｑ
・
『
巨
日
」
に
つ
い
て

は
、
法
文
⑩
註
（
４
）
を
参
照
。
二
ｏ
｝
目
の
の
》
三
信
量
⑮
「
Ｐ
（
｝
ご
・
‐

「
ミ
ョ
ミ
ロ
ミ
管
日
冒
壽
⑮
（
法
文
⑱
註
（
１
）
所
引
）
も
」
岩
に
よ

れ
ば
、
プ
ロ
ク
レ
イ
ア
ー
ヌ
ス
は
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
の

も
と
で
三
一
一
一
一
一
年
に
同
職
を
勤
め
た
。
ま
た
、
、
ト
記
園
】
七
・
三
」

（
勺
『
・
目
一
の
白
目
の
）
》
己
・
□
＄
（
二
四
三
曰
：
ロ
の
□
）
も
参
照
の
こ
と
。

（
２
）
官
服
税
と
馬
税
に
つ
い
て
は
、
法
文
⑳
註
（
４
）
を
参
照
。

（
３
）
○
口
の
白
｝
Ｐ
ヒ
ス
パ
ー
ニ
ァ
の
バ
ェ
テ
ィ
ヵ
の
都
市
。

（
１
）

コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
ダ
ル
マ
テ
ィ
ウ
ス
に
〈
官
一
一
爪

れ
五
人
の
子
を
持
つ
者
た
ち
は
一
旦
取
得
さ
れ
た
免
除
を
我
が
も
の

（
２
）

と
す
る
」
日
を
、
我
等
は
命
じ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
法
に
よ
っ

て
約
束
さ
れ
た
免
除
特
権
は
、
息
子
ま
た
は
娘
を
五
人
待
つ
父
た
ち

に
よ
っ
て
保
持
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
〈
五
人
と
い
う
〉
頭

（
３
）

数
の
な
か
に
法
定
年
齢
の
息
子
が
見
出
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
父
の

代
わ
り
に
息
子
は
、
引
き
受
け
ら
れ
る
べ
き
負
担
を
た
だ
ち
に
課
さ

れ
る
。

Ⅲ
し
か
し
、
も
し
何
ぴ
と
か
が
、
貧
困
〈
者
と
し
て
〉
の
財
産

評
価
ゆ
え
に
免
除
を
取
得
し
、
こ
の
こ
と
を
証
明
し
た
な
ら
ば
、
財

産
の
欠
乏
を
理
由
と
し
て
個
人
に
課
さ
れ
る
負
担
の
遂
行
へ
と
召
喚

（
４
）

さ
れ
た
と
し
て
も
、
恩
恵
を
我
が
も
の
と
す
べ
し
。

、
、
１

ク
リ
ー
ス
プ
ス
が
一
一
一
度
目
に
し
て
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
カ

二
度
目
の
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
一
月
一
九
日
シ
ル
ミ
ウ
ム
で
付
与

（
５
）

す
。

（
１
）
□
四
一
日
日
旨
の
。
、
旧
宛
向
・
一
》
Ｄ
□
・
】
さ
｛
。
（
国
・
ロ
四
一
日
口
ｐ
こ
の
つ
）
は
、

コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
の
腹
違
い
の
兄
弟
で
あ
っ
た
国
四
‐

ご
旨
の
Ｄ
＆
Ｂ
昌
巨
の
に
同
定
す
る
。
フ
ラ
ウ
ィ
ウ
ス
Ⅱ
ダ
ル
マ
テ
ィ

ウ
ス
は
、
一
一
一
一
一
一
三
年
以
前
に
コ
ー
ン
ス
ル
、
’
一
一
一
一
一
一
一
一
年
頃
に
監
察
官

を
歴
任
し
た
。
な
お
、
本
法
文
に
お
い
て
ダ
ル
マ
テ
ィ
ゥ
ス
が
ど
の

よ
う
な
肩
書
き
で
法
を
受
け
取
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ

五
一
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る
。

（
２
）
｜
定
数
の
子
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
種
々
の
負
担
か
ら
免
除
さ
れ

る
こ
と
が
ユ
ー
リ
ウ
ス
法
と
パ
ー
ピ
ウ
ス
・
ポ
ッ
パ
ェ
ウ
ス
法
に

よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
。
Ｃ
（
・
弓
『
の
、
四
四
１
》
記
・
ミ
ミ
ニ
冒
弓
一
息
君
（
法

文
⑫
註
（
２
）
所
引
）
七
℃
・
霊
「
ヨ
ュ
ー
ス
テ
ィ
ー
ニ
ァ
ー
ヌ
ス
帝

の
『
法
学
提
要
』
第
一
巻
第
一
一
五
章
前
文
に
よ
れ
ば
、
ロ
ー
マ
で
三

人
、
イ
タ
リ
ア
で
四
人
、
属
州
で
五
人
の
子
を
持
つ
者
は
、
後
見
役

や
さ
ま
ざ
ま
な
管
理
役
の
負
担
か
ら
免
除
さ
れ
る
と
あ
る
。

（
３
）
法
定
年
齢
に
つ
い
て
は
、
法
文
⑮
を
参
照
。

（
４
）
す
で
に
以
前
か
ら
、
「
貧
困
者
目
目
の
『
①
の
」
「
貧
困
日
ロ
□
の
『
白
の
」

と
さ
れ
た
場
合
、
後
見
役
か
ら
免
除
さ
れ
る
一
方
で
、
刑
事
事
件
に

お
け
る
告
訴
が
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。
Ｃ
｛
・
ロ
・
品
貝
ロ
ョ
Ｇ
‐

の
』
。
、
＆
弓
ロ
ミ
（
・
ミ
ミ
（
法
文
⑳
註
（
３
）
所
引
）
・
の
・
ぐ
・
［
勺
四
口
‐

□
の
『
①
の
］
・
［
石
口
ロ
ｂ
の
『
白
の
］
・
の
○
三
○
｛
『
の
９
口
の
》
四
ロ
ゴ
」
・
に
よ
れ
ば
、
コ

ー
ン
ス
ク
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
は
、
貧
困
者
に
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
の

よ
う
な
負
担
免
除
の
部
分
を
本
法
に
よ
っ
て
さ
ら
に
補
強
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。

（
５
）
本
法
文
の
の
Ｅ
ウ
の
・
１
℃
ご
・
（
○
四
の
勺
○
臼
両
目
０
ｏ
ｚ
の
弓
シ
ｚ
‐

弓
三
○
国
○
○
三
の
の
．
）
は
明
ら
か
に
乱
れ
て
い
る
。
三
・
日
日
の
目

は
、
○
四
の
勺
○
国
向
日
○
○
三
ｍ
目
シ
ヱ
ョ
三
○
■
（
一
一
一
一
一
一
年
）
と

○
国
の
勺
○
日
向
日
ｏ
○
二
の
『
シ
ｚ
弓
冒
○
日
（
三
一
一
四
年
）
の
両
方

の
可
能
性
を
指
摘
し
つ
つ
も
、
一
一
一
一
一
四
年
説
を
と
り
、
の
①
の
ｎ
戸
宛
の
‐

唄
曽
§
も
。
」
己
も
こ
れ
に
従
う
。
他
方
、
因
四
日
の
の
》
Ｚ
、
＆
回
ミ
已
言
・

ロ
・
ヨ
と
、
旧
記
向
】
も
』
』
］
は
一
一
一
一
一
一
年
と
す
る
。

法
政
史
学
第
五
十
七
号

⑭
第
一
三
巻
第
五
章
第
四
法
文

（
１
）

同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
ヘ
ル
ピ
デ
ィ
ゥ
ス
に

〈
宣
示
す
〉
。

ヒ
ス
パ
ー
ニ
ア
の
海
岸
の
ど
こ
か
ら
で
あ
れ
、
ロ
ー
マ
市
の
ポ
ル

（
２
）

ト
ゥ
ス
に
「
船
主
」
の
船
が
入
港
し
、
収
税
物
だ
け
を
輸
送
し
て
い

た
と
き
に
は
、
自
身
に
課
さ
れ
た
義
務
を
よ
り
容
易
に
果
た
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
同
船
が
何
ぴ
と
の
妨
害
も
な
く
出
港
し
、
正
規

（
３
）

の
４
℃
の
で
は
な
い
い
か
な
る
積
荷
に
も
奉
仕
し
な
い
よ
う
、
我
等
は

命
ず
る
。

ク
リ
ー
ス
プ
ス
が
三
度
目
に
し
て
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
が

三
度
目
の
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
一
一
一
月
八
日
テ
ッ
サ
ロ
ニ
ー
ヵ
で
付
与

す
。

（
１
）
国
の
亘
Ｑ
旨
の
・
法
文
⑭
註
（
１
）
を
参
照
。

（
２
）
勺
・
『
目
の
．
ロ
ー
マ
の
新
港
。

（
３
）
○
・
言
○
吋
＆
口
の
．
＆
す
」
・
に
よ
れ
ば
、
総
督
、
管
区
代
官
、
食
糧

管
理
長
官
、
首
都
長
官
お
よ
び
道
長
官
ら
が
、
収
税
物
を
運
搬
し
て

き
た
船
が
母
港
に
帰
港
す
る
際
に
、
建
築
資
材
な
ど
を
積
み
込
む
場

合
が
あ
っ
た
と
し
、
そ
の
こ
と
は
本
法
典
本
巻
本
章
の
第
五
、
八
、

九
法
文
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
と
す
る
。

五
一

一
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⑲
第
一
一
巻
第
一
六
章
第
三
法
文

同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
、
カ
ル
ヶ
ド
ン
、
な

（
１
）

ら
び
に
マ
ケ
ド
ニ
ア
住
民
宛
勅
〈
祠
に
。

何
ら
か
の
登
録
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
た
び
ご
と
に
、

大
勢
の
取
る
に
足
り
な
い
財
産
の
者
た
ち
が
、
富
裕
者
の
欲
望
と
便

宜
に
従
属
し
、
深
刻
で
不
公
平
な
不
正
を
被
る
こ
と
が
な
い
よ
う

に
、
総
督
の
判
断
と
手
配
に
よ
っ
て
、
各
都
市
の
登
録
が
な
さ
れ
る

べ
‐
し
。

正
帝
ク
リ
ー
ス
プ
ス
が
一
一
一
度
目
に
し
て
正
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン

テ
ィ
ー
ヌ
ス
が
一
一
一
度
目
の
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
四
月
一
一
四
日
に
受
領

（
２
）

す
。

（
１
）
＆
の
ｅ
・
冒
昌
法
文
⑪
註
（
１
）
を
参
照
。

（
２
）
の
①
の
０
戸
用
級
柑
＆
§
》
で
・
茂
は
、
カ
ル
ケ
ド
ン
が
、
リ
キ
ニ
ウ
ス

に
対
す
る
勝
利
に
よ
っ
て
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
の
支
配
下
に

入
っ
た
の
を
三
一
一
四
年
の
夏
以
降
の
こ
と
と
考
え
る
の
で
、
春
に
発

せ
ら
れ
て
い
る
本
法
文
を
三
一
一
五
年
の
も
の
と
考
え
る
。
二
・
日
日
，

の
ｇ
は
、
勝
利
の
年
を
一
一
一
一
一
一
一
一
年
に
置
く
の
で
（
法
文
⑭
註
（
２
）

参
照
）
、
の
ｇ
の
。
『
一
口
】
・
の
年
表
示
に
は
問
題
な
い
も
の
と
考
え
る
。

た
だ
し
、
二
○
日
日
の
目
も
注
記
す
る
よ
う
に
、
ク
リ
ー
ス
プ
ス
と

コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
の
称
号
に
関
し
て
は
、
「
副
帝
」
が
正

テ
オ
ド
シ
ゥ
ス
法
典
（
○
Ｃ
Ｑ
①
〆
『
す
の
。
□
・
の
一
目
こ
の
）
（
一
二
）
（
後
藤
）

⑲
第
一
五
巻
第
一
四
章
第
一
法
文

コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
道
長
官
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ

（
１
）

ス
に
〈
宣
一
示
す
〉
・

暴
君
リ
キ
ー
ー
ウ
ス
の
勅
法
や
法
は
除
去
さ
れ
て
、
古
法
な
ら
び
に

我
等
の
定
め
の
命
ず
る
と
こ
ろ
が
遵
守
六
三
つ
べ
き
こ
と
を
、
万
人
は

知
る
べ
し
。

副
帝
ク
リ
ー
ス
プ
ス
が
三
度
目
に
し
て
副
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン

テ
ィ
ー
ヌ
ス
が
三
度
目
の
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
五
月
一
六
日
に
掲
示

（
２
）

す
。

（
１
）
ｏ
・
ロ
の
国
ヨ
旨
の
・
’
’
一
一
一
四
～
三
一
一
七
年
、
道
長
官
。
お
そ
ら
く
一
一
一

一
一
四
～
三
一
一
六
年
は
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
の
下
で
オ
リ

ェ
ー
ン
ス
道
長
官
を
勤
め
、
そ
の
後
同
帝
に
伴
っ
て
ロ
ー
マ
に
赴

き
、
副
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
道
長
官
と
し
て
イ
タ
リ
ア
に

残
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
三
一
一
七
年
、
コ
ー
ン
ス
ル
。
名
前
か
ら
推
し

て
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
の
親
戚
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
Ｃ
｛
．
、
Ｓ
記
回
］
．
ｂ
・
圏
画
（
国
・
Ｏ
ｏ
ど
の
白
日
旨
の
□
）
．

（
２
）
二
○
日
目
の
①
ロ
は
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
と
リ
キ
ニ
ウ
ス

し
い
Ｃ
Ｏ
｛
・
の
①
の
Ｏ
六
・
記
の
、
⑮
恩
の
苫
》
己
・
ミ
函
・

五
三
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⑮
第
一
二
巻
第
一
章
第
九
法
文

同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
、
ア
ー
フ
リ
カ
州
総

（
１
）

督
ヒ
ラ
リ
ア
ー
ヌ
ス
に
〈
官
一
示
す
〉
。

何
ぴ
と
か
参
事
会
員
が
、
自
ら
の
こ
と
に
関
わ
る
理
由
に
せ
よ
、

都
市
に
関
わ
る
理
由
に
せ
よ
、
我
等
の
も
と
に
来
る
こ
と
を
余
儀
な

ユ
ー
デ
ッ
ク
ス

く
さ
れ
た
と
き
に
は
、
そ
の
者
は
、
そ
の
願
い
出
を
総
督
に
提
出

法
政
史
学
第
五
十
七
号

の
間
で
行
わ
れ
た
ア
ド
リ
ア
ノ
ー
プ
ル
の
戦
い
を
一
一
一
一
一
三
年
七
月
一
一

日
、
ク
リ
ュ
ソ
ポ
リ
ス
の
戦
い
を
同
年
九
月
一
八
日
と
し
、
そ
の
後

両
者
間
で
話
し
合
い
が
持
た
れ
た
の
ち
に
リ
キ
ニ
ゥ
ス
が
処
刑
さ
れ

た
の
だ
か
ら
、
写
本
が
伝
え
る
本
法
文
の
掲
示
年
月
日
（
’
一
一
二
四
年

五
月
一
六
日
）
は
正
し
い
と
考
え
る
。
な
お
、
二
・
日
日
の
目
は
○
・
’

三
・
〔
『
の
ｓ
の
が
の
号
の
ａ
ｐ
－
ｏ
中
の
ご
ｚ
・
を
房
三
・
に
改
め
た
と
す

る
が
、
○
・
二
・
｛
『
の
ｓ
の
。
＆
声
」
・
は
両
帝
間
の
決
戦
を
三
一
一
一
一
一
年
に

特
定
し
、
写
本
の
掲
示
年
月
日
を
支
持
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

の
①
の
０
戸
記
侭
両
日
§
・
ロ
己
．
こ
』
三
は
両
帝
間
の
一
一
度
の
決
戦
の
年
代

を
三
一
一
四
年
と
し
、
従
っ
て
リ
キ
ー
ー
ウ
ス
の
敗
戦
後
に
出
さ
れ
た
本

法
文
の
掲
示
年
月
日
に
つ
い
て
は
、
己
三
・
を
二
三
・
に
改
め
、
’
’
’

二
四
年
一
一
一
月
一
六
日
と
す
る
。
帛
点
河
口
こ
・
ｎ
．
三
・
も
こ
れ
に
従

壽
つ
○

⑯
第
一
五
巻
第
一
四
章
第
二
法
文

し
、
出
立
の
許
可
を
得
る
よ
り
前
に
〈
都
市
を
〉
離
れ
て
は
な
ら
な

い
。
何
ぴ
と
か
が
そ
の
傲
慢
さ
ゆ
え
に
こ
の
命
令
を
軽
ん
じ
た
と
き

は
、
流
刑
と
い
う
終
着
点
が
運
命
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

、
、
コ

ク
リ
ー
ス
プ
ス
が
一
一
一
度
目
に
し
て
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
カ

三
度
目
の
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
七
月
九
日
カ
ル
タ
ー
ゴ
ー
で
掲
示

す
。

一
一
三
五
年

（
１
）
虫
］
日
国
口
巨
の
．
、
５
門
向
』
》
己
．
」
題
（
三
（
座
）
の
Ｑ
］
旨
の
崖
一
口
『
】
目
色
の

□
）
は
、
こ
の
ヒ
ラ
リ
ァ
ー
ヌ
ス
を
、
法
文
⑬
と
⑭
に
現
れ
る
三
一

六
年
の
ル
カ
ー
ー
ー
ア
・
ブ
ル
ツ
テ
ィ
オ
ー
ル
ム
州
総
督
三
の
Ｑ
言
の

国
｝
貝
】
目
巨
の
、
ロ
ー
マ
、
ウ
テ
ィ
カ
、
カ
ル
タ
ー
ゴ
ー
の
碑
文
に
現

れ
る
ア
ー
フ
リ
カ
州
総
督
三
の
Ｑ
｝
旨
の
虫
｝
四
『
白
目
の
、
お
よ
び
、
エ

ジ
プ
ト
の
パ
ピ
ル
ス
に
現
れ
る
一
一
一
一
一
一
二
年
の
コ
ー
ン
ス
ル
ニ
の
Ｏ
言
の

要
］
ロ
『
Ｂ
ご
ロ
の
と
同
定
す
る
。
こ
の
う
ち
、
ウ
テ
ィ
カ
の
碑
文
は
、

コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
の
リ
キ
ー
ー
ウ
ス
に
対
す
る
勝
利
を
示
唆

し
て
い
る
。
ま
た
、
、
旧
記
園
匡
・
◎
・
号
・
は
、
’
一
一
三
八
～
三
一
一
一
九
年

の
首
都
長
官
、
三
五
四
年
の
道
長
官
と
も
同
定
し
て
い
る
。

五
四
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⑰
第
一
巻
第
一
五
章
第
一
法
文

同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
全
て
の
州
民
に
〈
宣

示
す
〉
。（
１
）

ユ
ー
デ
ッ
ク
ス

暴
君
な
ら
び
に
彼
の
総
督
ら
が
行
っ
た
一
」
と
は
無
効
と
さ
れ
る

（
２
）

が
、
何
ぴ
と
も
、
自
ら
が
進
ん
で
為
し
た
こ
と
や
△
ロ
法
的
に
為
さ
れ

（
３
）

た
こ
と
を
、
濫
訴
に
よ
っ
て
覆
そ
う
と
し
て
は
な
》
ｂ
な
い
。

パ
ウ
リ
ー
ヌ
ス
と
ユ
ー
リ
ァ
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
二
月

一
二
日
に
付
与
す
。

（
１
）

コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
イ
ー
タ
リ
ァ
長
官
シ
ル
ウ
ィ
ウ

（
１
）
本
法
文
が
発
布
さ
れ
た
三
一
一
五
年
の
前
年
（
な
い
し
一
一
年
前
。
法

文
⑲
註
（
２
）
を
参
照
）
に
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
と
の
決
戦

に
敗
れ
て
処
刑
さ
れ
た
リ
キ
ー
ー
ウ
ス
を
指
す
。

（
２
）
○
・
三
・
｛
『
の
ロ
ロ
の
．
＆
す
」
・
に
よ
れ
ば
、
リ
キ
ニ
ウ
ス
統
治
下
で
私

人
が
行
っ
た
父
権
免
除
、
奴
隷
解
放
、
和
解
（
『
目
の
四
三
・
、
贈
与

な
ど
の
行
為
を
指
す
。

（
３
）
本
法
文
に
続
く
本
法
典
第
一
五
巻
第
一
四
章
第
三
法
文
は
、
「
暴

君
の
合
法
的
な
勅
答
は
疑
義
を
は
さ
ま
れ
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
命

じ
て
い
る
。

テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典
（
Ｏ
・
ロ
の
〆
弓
ロ
の
。
□
・
の
白
目
の
）
（
’
二
）
（
後
藤
）

（
２
）

ス
Ⅱ
パ
ウ
ル
ス
に
〈
宣
一
示
す
〉
。

前
略
。
他
の
用
務
に
忙
殺
さ
れ
る
貴
官
が
、
こ
の
種
の
勅
答
の
累

積
に
よ
っ
て
煩
わ
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
以
下
の
事
案
の
み

を
貴
官
に
委
ね
る
も
の
と
す
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
よ
り
力
の
あ

る
者
が
よ
り
弱
小
の
裁
判
官
に
圧
力
を
か
け
る
こ
と
が
あ
り
う
る
事

（
３
）

案
、
騎
士
級
州
総
督
の
法
廷
で
決
定
●
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
問
題
が

生
じ
て
い
る
事
案
、
同
じ
騎
士
級
州
総
督
の
も
と
で
長
い
間
扱
わ
れ

て
い
た
が
汝
の
も
と
で
決
定
さ
れ
る
べ
き
問
題
が
生
じ
て
い
る
事

（
４
）

案
、
で
あ
る
。

パ
ウ
リ
ー
ヌ
ス
と
ユ
ー
リ
ァ
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
二
月

二
五
日
－
－
－
コ
メ
ー
デ
ィ
ー
ァ
で
付
与
す
。

（
１
）
日
四
四
ｍ
〔
の
【
戸
巴
日
の
．
、
Ｓ
記
回
】
》
己
・
つ
忠
（
の
円
三
こ
の
勺
シ
ご
Ｆ
『
の

己
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
官
職
に
つ
い
て
は
全
く
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、

名
宛
人
の
の
】
三
口
の
囚
巨
｝
巨
の
は
お
そ
ら
く
は
管
区
代
官
で
あ
っ
た

と
さ
れ
る
。
二
・
日
日
の
ｇ
は
、
イ
ー
タ
リ
ア
管
区
代
官
と
推
測
し

て
い
る
。

（
２
）
の
三
旨
の
勺
四
昌
巨
の
・
こ
の
人
物
は
、
本
法
文
の
み
か
ら
知
ら
れ
る
。

○
【
．
、
旧
記
回
】
」
○
０
．
９
（
．

（
３
）
ロ
山
の
の
こ
の
の
に
つ
い
て
は
、
法
文
⑳
註
（
５
）
を
参
照
。

（
４
）
【
ロ
の
の
『
へ
国
Ｐ
Ｃ
三
ロ
ロ
の
己
三
の
ｓ
の
国
言
冒
ご
隠
切
の
『
円
ミ
（
法
文
⑫

註
（
３
）
所
引
）
七
・
認
□
白
・
旨
は
、
騎
士
級
州
総
督
に
関
す
る
事

五
五
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⑭
第
一
二
巻
第
九
章
第
一
法
文

コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
〈
宣
示
す
〉
。

ユ
ー
デ
ッ
ク
ス

（
１
）

総
督
の
う
ち
誰
で
あ
れ
、
消
費
貸
借
を
介
在
●
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
都
市
が
集
め
た
税
か
ら
得
た
も
の
を
着
服
し
て
は
な
ら
な

い
し
、
ま
た
着
服
し
よ
う
生
し
て
も
な
ら
な
い
。

パ
ウ
リ
ー
ヌ
ス
と
ユ
ー
リ
ァ
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
一
一
一
月

（
２
）

｜
日
ト
レ
ー
ウ
ィ
リ
ー
で
付
与
す
。

（
１
）
日
日
巳
・
借
主
が
貸
主
か
ら
一
定
の
金
銭
そ
の
他
の
代
替
物
を
受

け
取
り
、
一
定
期
間
内
に
同
種
・
同
量
の
物
を
返
還
す
る
旨
を
約
す

る
こ
と
で
成
立
す
る
契
約
。
借
主
は
、
消
費
を
目
的
と
し
て
与
え
ら

れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
所
有
権
を
得
た
。
利
息
を
付
す
場
合
に
は
、

別
に
合
意
が
必
要
で
、
通
常
は
問
答
契
約
三
℃
已
昌
・
で
為
さ
れ

た
。
貸
主
は
借
主
が
返
還
し
な
い
場
合
、
そ
れ
が
金
銭
貸
借
で
あ
れ

ば
確
定
貸
金
返
還
請
求
訴
権
ロ
三
・
ｏ
の
『
白
の
。
『
の
ｓ
白
の
己
の
目
白
四
の

で
、
金
銭
以
外
の
代
替
物
で
あ
れ
ば
確
定
物
返
還
請
求
訴
権
８
弓

＆
三
・
Ｏ
の
『
白
の
三
ま
た
は
一
定
量
の
穀
物
に
関
す
る
返
還
請
求
訴

法
政
史
学
第
五
十
七
号

案
は
、
裁
判
に
お
け
る
騎
士
級
州
総
督
の
党
派
性
が
疑
わ
れ
る
場
合

の
事
案
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。

⑭
第
二
巻
第
一
○
章
第
三
法
文

（
１
）

同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
ク
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
ヘ
ッ
ラ
デ
ィ
ウ
ス
に

〈
宣
示
す
〉
。

弁
護
士
の
う
ち
の
あ
る
者
た
ち
は
、
謝
礼
の
名
目
で
、
法
外
で
不

正
な
利
益
を
自
ら
の
名
声
よ
り
も
優
先
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
、
し
ば

（
２
）

し
ば
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

（
３
）

（
１
）
国
の
一
一
四
Ｑ
旨
の
。
、
旧
幻
向
】
》
□
・
」
旨
（
シ
巨
閂
・
因
の
｝
｝
口
９
旨
の
□
）
に
よ

権
８
口
日
呂
○
三
号
】
四
国
四
に
基
づ
い
て
訴
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

。
｛
・
ロ
の
『
ぬ
の
『
・
回
菖
、
〉
。
』
〔
ｓ
＆
局
ロ
ミ
（
・
苫
ミ
ピ
（
法
文
⑳
註
（
３
）
所

引
）
》
の
．
ぐ
・
［
三
口
目
巨
日
］
・
［
○
○
口
日
三
・
Ｃ
の
『
白
の
【
囚
］
．

（
２
）
○
○
三
○
吋
の
ロ
ロ
の
》
口
Ｑ
声
」
・
に
よ
れ
ば
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ

ス
帝
は
、
パ
ウ
リ
ー
ヌ
ス
と
ユ
ー
リ
ァ
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年

（
三
一
一
五
年
）
に
は
マ
ヶ
ド
ニ
ァ
と
ビ
チ
ュ
ニ
ァ
に
い
た
の
で
、
ト

レ
ー
ウ
ィ
リ
ー
で
付
与
し
た
と
は
考
え
が
た
い
。
本
法
文
は
『
勅
法

彙
纂
』
第
一
○
巻
第
七
五
章
第
一
法
文
に
再
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ

で
の
補
註
で
は
、
「
付
与
す
」
で
は
な
く
「
受
領
す
」
の
可
能
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

五
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⑳
第
二
巻
第
三
一
一
一
章
第
一
法
文

コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
道
長
官
代
行
ド
ラ
キ
リ
ァ
ー
ヌ

（
１
）

ス
に
〈
一
日
一
示
す
〉
・

必
要
と
し
て
い
る
者
た
ち
に
果
汁
を
含
ん
だ
、
ま
た
は
乾
燥
し
た

収
穫
物
を
消
費
貸
借
と
し
て
供
与
し
た
者
は
誰
で
あ
れ
、
利
息
と
し

て
、
〈
元
本
を
〉
超
え
る
〈
返
還
総
量
の
〉
三
分
の
一
を
取
得
す
る

も
の
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
債
権
額
が
ニ
モ
デ
ィ
ウ
ス
だ
っ
た
と
き

に
は
、
第
三
の
モ
デ
ィ
ウ
ス
（
Ⅱ
｜
モ
デ
ィ
ウ
ス
）
を
加
え
て
獲
得

テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典
（
○
・
Ｑ
の
〆
弓
ロ
の
。
□
・
四
目
こ
の
）
（
一
一
一
）
（
後
藤
）

れ
ば
、
お
そ
ら
く
は
管
区
代
官
か
州
総
督
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

（
２
）
本
法
文
と
同
じ
勅
法
を
再
録
し
た
「
勅
法
彙
纂
』
第
二
巻
第
六
章

第
五
法
文
に
よ
れ
ば
、
謝
礼
の
名
目
で
一
定
の
利
益
を
要
求
し
て
依

頼
人
に
大
き
な
損
害
を
与
え
た
弁
護
士
は
、
そ
の
職
務
か
ら
完
全
に

遠
ざ
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
弁
護
士
の
手
数

料
の
最
高
額
に
関
す
る
規
制
や
、
違
反
者
に
対
す
る
処
分
（
弁
護
士

団
体
か
ら
の
除
名
）
に
つ
い
て
は
、
法
文
⑭
註
（
３
）
を
参
照
。

（
３
）
本
法
文
に
は
①
ｓ
の
＆
口
一
・
が
欠
落
し
て
い
る
が
、
「
勅
法
彙
纂
』

第
一
一
巻
第
六
章
第
五
法
文
（
前
註
参
照
）
の
の
号
の
＆
官
】
。
ｅ
・
日

六
・
シ
ロ
ー
｝
・
祠
：
｝
三
・
の
三
巳
一
目
・
８
口
の
の
．
）
に
基
づ
い
て
、
’
一
一
一
一
五

年
一
一
一
月
三
○
日
に
付
与
さ
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。

す
る
も
の
と
す
る
。
も
し
〈
弁
済
受
領
を
〉
求
め
ら
れ
た
債
権
者
が

利
息
か
ら
の
利
益
の
た
め
に
債
務
〈
の
弁
済
〉
を
受
領
し
よ
う
と
し

な
か
っ
た
と
き
に
は
、
利
息
だ
け
で
な
く
、
元
本
も
剥
奪
さ
れ
る
べ

し
。
本
法
は
、
収
穫
物
に
の
み
関
係
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
金
銭

（
２
）

に
つ
い
て
は
債
権
者
が
〈
利
息
と
し
て
〉
百
分
の
一
を
超
え
て
二
二
領

す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

パ
ウ
リ
ー
ヌ
ス
と
ユ
ー
リ
ア
ー
ヌ
ス
の
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
四
月

（
３
）

一
七
日
カ
エ
サ
レ
ア
で
掲
示
す
。

（
１
）
□
『
四
Ｑ
｝
】
ロ
ロ
ロ
の
四
ｍ
の
ロ
の
ぐ
］
○
の
日
で
『
四
の
【
の
ｇ
ｏ
『
巨
日
Ｄ
『
四
の
（
。
『
】
○

ｍ
の
①
○
六
》
記
偲
、
旦
曾
・
己
・
茂
は
、
管
区
代
官
と
し
て
い
る
。
串
自
記
回

一
七
・
目
」
ｅ
宛
シ
ロ
ロ
シ
ヱ
こ
の
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
名
宛
人
は
、
本

勅
法
の
他
に
も
う
一
つ
の
勅
法
（
本
法
典
第
一
六
巻
第
五
章
第
一
法

文
）
に
登
場
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

（
２
）
Ｏ
の
日
の
の
言
口
の
・
ロ
の
口
『
四
の
Ｃ
の
貝
の
の
三
四
の
と
も
表
記
さ
れ
、
月
利
一

％
、
す
な
わ
ち
年
利
一
二
％
を
意
味
す
る
。
利
息
制
限
は
、
す
で
に

十
二
表
法
に
い
わ
ゆ
る
十
二
分
の
一
利
息
命
の
目
の
目
９
口
目
日
と
し

て
規
定
さ
れ
、
そ
の
後
も
個
別
立
法
で
何
度
か
規
定
さ
れ
た
が
、
共

和
政
末
期
に
そ
の
後
の
最
高
利
率
の
規
準
と
な
る
「
百
分
の
一
利

息
」
が
定
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
と
異
な
る
慣
行
が
あ
っ
た
場

合
（
特
に
東
部
）
や
、
地
中
海
商
業
に
関
わ
る
金
融
た
る
海
上
消
費

貸
借
｛
①
目
の
目
巨
言
巨
曰
の
場
合
な
ど
適
用
を
受
け
な
い
ケ
ー
ス
も

五
七
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⑳
第
一
巻
第
二
章
第
五
法
文

同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
首
都
長
官
セ
ゥ
ェ
ー

（
１
）

ル
ス
に
〈
宣
一
示
す
〉
。

（
２
）

（
３
）

中
間
裁
決
あ
る
い
は
猶
予
抗
弁
が
我
等
の
勅
答
に
よ
り
認
め
》
ら
れ

（
４
）

る
都
度
、
奎
祠
願
へ
の
道
が
開
か
れ
る
べ
し
。
他
方
、
訴
訟
全
体
の
審

法
政
史
学
第
五
十
七
号

あ
っ
た
。
Ｃ
｛
・
国
の
『
ぬ
の
【
・
雪
ｃ
ｃ
一
ｓ
＆
局
□
員
（
・
苫
ロ
ミ
（
法
文
⑳
註

（
３
）
所
引
）
》
の
・
ぐ
・
［
○
の
貝
の
の
三
四
］
。
［
□
印
貝
四
の
・
の
貝
の
の
言
四
の
］
》

［
可
の
ロ
ロ
の
目
巨
（
】
２
日
］
》
【
口
の
①
『
・
ロ
ロ
切
己
昌
房
：
①
弔
宣
己
日
高
ｓ
二

（
法
文
⑰
註
（
３
）
所
引
）
七
℃
」
ヨ
｛
・
》
乞
望
．

（
３
）
写
本
に
従
え
ば
一
一
一
一
一
五
年
で
あ
る
が
、
の
①
の
Ｃ
六
・
宛
緩
温
旦
§
」
・
・
・

＆
・
は
、
本
法
典
第
一
六
巻
第
五
章
第
一
法
文
（
’
’
’
一
一
六
年
）
、
同

第
一
一
一
巻
第
一
章
第
一
一
一
法
文
お
よ
び
向
巨
の
①
ワ
・
・
「
員
Ｓ
菖
旦
・
》
二
・

豈
口
を
根
拠
に
し
て
、
一
一
一
二
五
年
の
オ
リ
ェ
ー
ン
ス
の
道
長
官
代

行
は
マ
ー
ク
シ
ム
ス
ニ
四
×
百
巨
勿
な
る
人
物
で
、
ド
ラ
キ
リ
ァ
ー
ヌ

ス
が
こ
の
職
に
就
い
た
の
は
一
一
一
二
六
年
で
あ
る
と
す
る
。
帛
点
記
向
」
》

一
○
○
三
・
一
国
四
日
の
の
．
ｚ
、
＆
同
冒
己
言
・
弓
」
←
」
・
』
」
っ
も
、
こ
れ
に
従

う
。
な
お
、
林
信
夫
「
帝
政
後
期
ロ
ー
マ
に
お
け
る
利
息
法
の
機

能
」
『
立
教
法
学
』
四
四
号
（
’
九
九
六
年
）
、
’
六
～
’
八
頁
参

昭へ○

理
を
無
に
し
、
訴
訟
の
主
要
部
分
の
効
力
を
無
に
帰
さ
し
め
る
よ
う

な
勅
答
は
、
相
手
方
の
重
大
な
損
失
な
し
に
は
覆
さ
れ
得
な
い
。
そ

（
５
）

れ
ゆ
一
え
、
永
久
抗
弁
の
〈
効
果
の
〉
緩
和
が
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
は

な
く
、
勅
令
に
反
し
た
請
願
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
も
な
い
。

パ
ウ
リ
ー
ヌ
ス
と
ユ
ー
リ
ア
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
五
月

一
一
三
日
－
－
１
カ
イ
ァ
で
付
与
す
。

（
１
）
の
①
月
日
の
．
法
文
⑳
註
（
１
）
を
参
照
。

（
２
）
ロ
日
の
ご
Ｓ
Ｑ
巨
曰
・
本
法
文
を
収
録
し
た
『
勅
法
彙
纂
』
第
一
巻
第

一
九
章
第
二
法
文
に
お
い
て
は
、
「
中
間
裁
決
あ
る
い
は
」
の
部
分

が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
「
中
間
裁
決
」
や
類
似
の
術
語
に
つ
い
て
は

法
文
⑳
註
（
１
）
を
参
照
。
た
だ
し
、
○
・
三
・
可
の
Ｓ
ｍ
・
＆
ロ
」
・

は
、
本
法
文
に
お
け
る
こ
の
語
は
、
裁
判
官
か
ら
の
伺
書
や
報
告
に

対
し
て
出
さ
れ
た
勅
答
に
よ
っ
て
、
先
決
さ
れ
る
べ
き
こ
と
と
し
て

裁
判
官
に
差
し
戻
さ
れ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
、
訴
訟
の
主
要
部
分
に

関
わ
ら
な
い
部
分
で
勅
答
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
先
決
さ
れ
た
こ
と
、

を
意
味
す
る
と
考
え
る
。

（
３
）
日
・
『
ｇ
ｏ
『
旨
己
『
ロ
①
の
Ｃ
１
目
○
・
℃
『
ロ
①
の
三
口
一
・
は
字
義
通
り
に
は

「
前
文
」
。
○
・
三
・
｛
『
の
Ｓ
ｍ
》
＆
す
．
｝
・
に
よ
れ
ば
、
こ
の
句
は
従
来
、

方
式
書
に
付
記
さ
れ
る
「
猶
予
抗
弁
の
〆
８
口
】
・
口
の
の
｛
の
日
□
・
『
四
一
の
の
．

Ｑ
一
一
日
。
『
一
四
の
」
（
｜
時
的
に
原
告
の
権
利
の
行
使
を
阻
止
す
る
抗
弁
）

の
意
味
で
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
○
・
三
・
可
の
Ｓ
ｍ
は
、

本
法
文
の
主
旨
は
、
名
宛
人
の
首
都
長
官
の
よ
う
に
皇
帝
に
代
わ
っ

五
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て
ぐ
一
Ｃ
の
の
四
Ｏ
Ｂ
裁
判
を
す
る
権
限
を
有
す
る
官
吏
に
対
し
、
ど
う

い
う
場
合
に
い
っ
た
ん
出
さ
れ
た
勅
答
に
反
す
る
再
度
の
請
願
が
認

め
ら
れ
、
あ
る
い
は
、
こ
ち
ら
が
要
点
な
の
だ
が
、
ど
う
い
う
場
合

に
認
め
て
は
な
ら
な
い
か
を
指
示
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
、
こ

の
句
に
つ
い
て
は
、
訴
訟
当
事
者
の
一
方
の
求
め
に
対
し
勅
答
に

よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
、
訴
訟
の
主
要
部
分
の
延
期
と
考
え
る
。

（
４
）
『
の
三
三
日
『
・
○
・
弓
・
｛
『
の
□
こ
の
．
＆
す
」
・
は
本
法
文
の
主
旨
を
註

（
３
）
で
見
た
ご
と
く
に
考
え
る
の
で
、
こ
れ
を
□
の
『
己
三
目
『
や

三
宮
一
旨
『
、
す
な
わ
ち
「
認
め
ら
れ
る
」
「
与
え
ら
れ
る
」
の
意
味

で
と
り
、
已
国
の
旨
日
・
盲
目
や
日
・
国
８
『
冒
己
日
の
の
。
『
一
℃
ロ
・
を
命
じ

た
勅
答
に
対
し
て
の
み
、
そ
れ
を
覆
す
な
り
緩
和
す
る
よ
う
改
め
て

請
願
す
る
権
利
が
、
訴
訟
の
相
手
方
に
認
め
ら
れ
た
、
と
説
明
す

る
。
こ
れ
に
対
し
、
勺
冨
『
『
は
こ
の
語
を
目
目
｝
と
訳
す
。
そ
の

場
合
、
最
初
に
訴
訟
延
期
な
ど
を
求
め
た
方
に
再
請
願
の
権
利
が
認

め
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
５
）
□
『
四
の
の
Ｃ
『
】
で
ロ
・
ロ
の
『
の
白
已
・
『
国
・
註
（
３
）
で
一
一
一
一
口
及
し
た
「
猶
予

抗
弁
」
に
対
し
、
原
告
の
権
利
の
行
使
を
永
久
的
に
阻
止
す
る
も

の
。
な
お
、
「
猶
予
抗
弁
（
ま
た
は
一
時
抗
弁
と
「
永
久
抗
弁
（
ま

た
は
棄
却
抗
弁
）
」
に
つ
い
て
は
、
船
田
享
二
『
ロ
ー
マ
法
』
第
五

巻
（
’
九
七
一
一
年
、
岩
波
書
店
）
、
一
一
一
一
五
頁
を
参
照
。
＆
・
口
の
『
ぬ
の
『
・

回
冨
Ｑ
ａ
（
Ｓ
の
ミ
ロ
ロ
ミ
（
・
冒
皀
（
法
文
⑳
註
（
３
）
所
引
）
、
の
．
ご
・
［
両
〆
，

・
の
貝
一
・
］
．
た
だ
し
、
○
・
言
。
｛
『
の
ロ
ロ
の
。
＆
す
」
・
は
こ
の
句
を
、
前
の

文
で
一
一
一
一
口
わ
れ
て
い
る
「
訴
訟
全
体
の
審
理
を
無
に
し
、
元
の
訴
訟
の

効
力
を
無
に
帰
さ
し
め
る
よ
う
な
勅
答
」
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

テ
ォ
ド
シ
ウ
ス
法
典
（
ｏ
ｏ
Ｑ
の
〆
日
ロ
の
。
□
・
の
国
口
巨
の
）
（
一
二
）
（
後
藤
）

同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
首
都
長
官
マ
ー
ク
シ

（
１
）

ム
ス
に
〈
一
日
一
示
す
〉
。

（
２
）

（
３
）

野
戦
機
動
軍
お
よ
び
河
川
監
視
軍
の
丘
〈
士
な
》
ｂ
び
に
下
士
官
は
、

自
己
の
人
頭
と
、
父
親
・
母
親
・
妻
の
人
頭
の
全
て
を
、
た
だ
し
、

そ
れ
ら
の
者
が
存
命
し
て
い
て
、
課
税
基
礎
査
定
の
際
に
登
録
さ
れ

て
い
る
と
き
は
、
〈
台
帳
か
ら
〉
削
除
す
べ
し
。
こ
れ
ら
の
人
の
誰

か
を
、
あ
る
い
は
全
員
を
亡
く
し
て
い
る
場
合
、
彼
ら
が
亡
く
な
っ

て
い
な
か
っ
た
場
合
に
こ
の
人
た
ち
に
応
じ
て
削
除
で
き
た
の
と
同

じ
人
頭
数
を
、
自
ら
が
軍
営
特
有
財
産
〈
と
し
て
得
た
奴
隷
〉
に
つ

い
て
〈
そ
こ
か
ら
〉
削
除
す
べ
し
。
し
か
し
そ
の
際
、
相
手
と
共
謀

し
て
所
有
権
を
偽
り
、
他
人
の
財
産
を
削
除
す
る
の
で
は
な
く
、
正

し
く
自
己
の
財
産
〈
に
属
す
る
人
頭
〉
を
削
除
す
る
こ
と
。

Ⅲ
［
と
こ
ろ
で
、
満
期
除
隊
の
書
状
を
得
た
の
ち
に
退
役
し
た

⑳
第
七
巻
第
二
○
章
第
四
法
文

の
意
で
と
る
。
そ
し
て
註
（
３
）
で
見
た
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
に
訴

訟
全
体
に
つ
い
て
の
決
定
を
下
し
た
勅
答
に
つ
い
て
は
、
勅
令
と
同

様
、
そ
の
取
消
し
や
緩
和
を
求
め
る
請
願
は
一
切
認
め
ら
れ
な
い
、

と
い
う
こ
と
の
周
知
が
本
法
文
の
狙
い
で
あ
っ
た
と
す
る
。

五
九

Hosei University Repository



兵
ら
は
、
自
己
お
よ
び
妻
の
人
頭
を
〈
課
税
基
礎
台
帳
か
ら
〉
削
除

す
る
よ
う
我
等
は
定
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
他
の
者
た
ち
は
名
誉
除

隊
を
得
た
な
ら
ば
、
自
ら
の
人
頭
だ
け
を
削
除
す
る
こ
と
。
］
い
ず

（
４
）

れ
の
軍
隊
勤
務
か
ら
で
あ
れ
全
て
の
退
役
丘
〈
は
、
自
ら
の
妻
と
合
わ

せ
て
、
一
人
分
の
人
頭
の
削
除
を
享
受
す
る
よ
う
我
等
は
命
じ
る
。

（
５
）

②
一
方
、
以
前
の
法
に
よ
り
一
一
四
年
の
軍
務
の
の
ち
に
名
誉
除

隊
を
得
た
な
ら
ば
一
人
分
の
人
頭
の
削
除
を
享
受
し
て
い
た
河
川
監

視
軍
か
ら
の
退
役
兵
は
、
二
○
年
の
軍
務
を
終
え
て
名
誉
除
隊
を
得

た
場
合
も
ま
た
、
野
戦
機
動
軍
兵
士
の
例
に
な
ら
っ
て
、
一
人
分
の

人
頭
を
削
除
す
べ
し
。
［
二
○
年
以
内
に
除
隊
し
た
場
合
で
さ
え
も
、

虚
弱
者
や
障
害
者
は
課
税
基
礎
査
定
の
際
に
申
告
さ
れ
な
い
こ
と
に

鑑
み
、
同
じ
恩
恵
を
享
受
す
べ
し
。
］

０
他
方
、
騎
兵
お
よ
び
歩
兵
は
軍
務
に
就
い
て
い
る
間
、
自
己

の
人
頭
を
削
除
す
べ
き
で
あ
り
、
退
役
し
て
か
ら
も
、
同
じ
削
除
と

い
う
慰
め
を
得
る
で
あ
ろ
う
。
い
つ
、
ど
の
任
地
に
お
い
て
除
隊
を

得
た
の
で
あ
れ
、
野
戦
機
動
軍
へ
の
勤
務
か
ら
老
齢
も
し
く
は
障
害

ゆ
え
に
解
放
さ
れ
た
な
ら
ば
、
軍
務
年
数
に
か
か
わ
ら
ず
二
人
分
の

人
頭
、
す
な
わ
ち
自
己
と
妻
の
人
頭
を
削
除
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
河

川
監
視
軍
兵
士
に
も
ま
た
、
自
ら
が
戦
傷
ゆ
え
に
除
隊
し
た
こ
と
を

（
６
）

証
明
し
た
な
ら
、
同
じ
特
権
が
与
一
え
ら
れ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
誰
か

河
川
監
視
軍
兵
士
が
一
五
年
を
過
ぎ
て
二
四
年
以
内
に
軍
務
か
ら
退

法
政
史
学
第
五
十
七
号

い
た
な
ら
ば
、
自
己
の
人
頭
の
削
除
の
み
を
得
る
べ
し
。
河
川
監
視

軍
兵
士
の
妻
は
、
〈
夫
が
〉
二
四
年
の
の
ち
に
軍
務
か
ら
退
い
た
場

合
に
削
除
さ
れ
る
べ
き
な
の
だ
か
ら
。

パ
ウ
リ
ー
ヌ
ス
と
ユ
ー
リ
ァ
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
六
月

一
七
日
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ー
ア
で
掲
示
す
。

（
１
）
「
首
都
長
官
マ
ー
ク
シ
ム
ス
」
に
宛
て
た
法
文
と
し
て
は
、
法
文

⑪
、
⑮
、
⑯
、
⑭
、
⑩
、
⑪
、
⑯
、
⑯
、
⑬
が
あ
り
、
他
に
、
法
文

⑪
、
⑩
、
⑱
が
官
職
名
な
し
の
マ
ー
ク
シ
ム
ス
宛
、
法
文
⑪
が
「
道

長
官
マ
ー
ク
シ
ム
ス
」
宛
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
全
て
の
法
文
の

受
領
者
は
一
般
に
、
一
一
一
一
九
年
九
月
一
日
～
’
’
’
一
一
一
一
一
年
九
月
一
三
日

ま
で
首
都
長
官
を
務
め
た
く
巴
の
『
旨
の
二
目
言
巨
の
と
同
定
さ
れ
て

い
る
（
各
法
文
の
註
を
参
照
。
ａ
・
帛
占
記
回
目
七
・
＄
□
［
ご
巴
の
『
旨
の

三
四
己
日
巨
の
⑪
荷
ロ
・
田
口
の
一
一
旨
の
岳
］
）
。
○
・
三
・
可
の
９
口
の
．
＆
す
」
，
は
、

の
弓
の
＆
ロ
］
・
に
よ
れ
ば
一
一
一
二
五
年
発
布
の
本
法
文
の
名
宛
人
マ
ー

ク
シ
ム
ス
の
官
職
名
に
つ
い
て
、
本
法
文
の
内
容
は
首
都
長
官
の
職

務
と
は
関
わ
り
な
く
、
掲
示
地
が
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ー
ァ
で
あ
る
こ
と

か
ら
推
し
て
も
勺
（
国
の
｛
の
。
白
の
）
□
（
『
ロ
）
で
は
な
く
勺
（
［
・
）

も
（
日
の
（
の
Ｏ
白
日
）
、
す
な
わ
ち
ぐ
】
８
『
旨
の
○
国
の
ロ
房
（
オ
リ
エ
ー
ン

ス
管
区
代
官
）
で
あ
っ
た
と
し
、
二
○
ヨ
ョ
の
目
も
こ
れ
に
従
う
。

暗
点
記
向
・
一
》
ｂ
□
・
望
三
・
（
『
四
一
の
己
巨
の
二
目
言
こ
の
全
）
も
同
様
で
、

さ
ら
に
、
本
法
文
の
名
宛
人
は
前
述
の
首
都
長
官
マ
ー
ク
シ
ム
ス
の

息
子
か
甥
で
あ
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
。
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○
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（
２
）
８
日
旨
（
の
ロ
の
①
の
①
（
１
℃
の
ど
の
①
の
三
三
の
の
・
帝
政
後
期
の
野
戦
機
動

軍
８
日
言
（
の
ロ
の
①
の
、
お
よ
び
河
川
監
視
軍
『
甘
の
ロ
の
①
の
あ
る
い
は
『
一
‐

日
回
の
ロ
の
①
の
．
騎
丘
〈
大
隊
四
一
口
の
．
歩
丘
〈
大
隊
８
声
・
『
【
の
ｍ
か
ら
成
る

辺
境
防
衛
軍
｝
一
三
日
ロ
の
］
に
つ
い
て
は
、
の
○
口
三
の
『
ご
体
□
戸
・
Ｐ

こ
の
ト
ミ
の
幻
・
ミ
ミ
』
ミ
ビ
（
法
文
⑭
註
（
１
）
所
引
）
も
つ
」
－
房

を
参
照
。

（
３
）
ロ
。
（
の
ｇ
ｏ
『
の
印
・
法
文
⑦
註
（
２
）
参
照
。
ガ
ッ
リ
ェ
ー
ヌ
ス
帝
に

よ
る
創
設
時
は
皇
帝
の
幕
僚
を
指
す
称
号
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、

昇
進
を
重
ね
て
き
た
兵
士
が
自
ら
指
揮
権
を
持
つ
前
に
、
宮
。
（
の
。
（
・
‐

『
田
と
し
て
種
々
の
指
揮
官
の
下
で
軍
事
経
験
を
積
む
、
と
い
う
一

種
の
士
官
学
校
的
な
機
能
を
持
つ
集
団
と
な
っ
た
と
い
う
。
＆
・

ｍ
ｏ
ｐ
Ｓ
の
『
ロ
倖
ロ
員
○
Ｐ
Ｃ
Ｃ
・
巳
（
》
己
已
」
」
【
・
》
□
つ
｛
．

（
４
）
「
他
の
者
た
ち
は
」
以
下
の
訳
文
は
二
・
日
日
の
ｇ
の
パ
ン
ク
チ
ュ

エ
ー
シ
ョ
ン
（
の
］
■
○
口
の
の
Ｂ
Ｂ
Ｂ
一
の
の
一
○
口
の
日
日
①
【
ロ
の
『
ご
戸
の
巨
巨
Ｂ

Ｃ
ｐ
Ｄ
ｐ
（
白
ロ
（
白
日
Ｂ
ｏ
Ｑ
ｏ
の
〆
０
口
の
四
【
の
Ｏ
の
（
の
『
○
の
］
・
ｏ
Ｂ
ｐ
の
の
ぐ
の
（
の
【
口
‐

ロ
・
の
９
の
ロ
ロ
・
呂
日
Ｃ
Ｅ
の
①
〆
の
三
日
）
に
従
っ
た
も
の
だ
が
、
二
・
日
‐

白
の
の
己
自
身
、
８
（
の
『
・
の
の
後
で
切
る
と
、
続
く
文
章
の
意
味
と
矛

盾
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
○
・
三
・
〔
【
の
ロ
ロ
の
は
①
〆
目
の
胃
の
の
後
に

ピ
リ
オ
ド
を
打
ち
、
Ｃ
の
（
の
『
・
の
○
日
ロ
①
の
ぐ
の
（
の
『
目
・
の
・
・
・
…
と
続
け

て
い
る
。
こ
れ
に
従
え
ば
、
訳
文
は
「
退
役
兵
が
名
誉
除
隊
を
得
た

の
で
あ
れ
ば
、
自
ら
の
人
頭
だ
け
を
削
除
す
る
こ
と
。
］
い
ず
れ
の

軍
隊
勤
務
か
ら
で
あ
れ
、
他
の
全
て
の
退
役
兵
は
」
と
な
る
。

（
５
）
ド
ナ
ウ
沿
岸
ロ
ュ
、
＆
・
の
砦
跡
か
ら
出
土
し
た
青
銅
板
に
記
さ

れ
て
い
た
、
｜
｜
｜
｜
｜
年
六
月
九
日
付
の
勅
答
（
国
詞
」
」
日
ｐ
窟
）

テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典
（
ｏ
ｏ
Ｑ
の
〆
弓
す
の
。
Ｑ
・
の
】
目
こ
の
）
（
’
二
）
（
後
藤
）

（
附
記
）
今
回
の
担
当
者
は
、
浦
野
聡
、
後
藤
篤
子
、
芹
澤
悟
、
林

信
夫
、
樋
脇
博
敏
で
あ
る
。

を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
。
｛
・
の
。
巨
三
の
目
陣
□
員
・
Ｐ
ｇ
ｓ
・
も
つ
・

』□｛・》』『０

（
６
）
「
事
由
に
よ
る
退
役
８
巨
の
四
『
一
四
三
の
の
一
・
」
に
伴
う
特
権
を
指
す

と
思
わ
れ
る
。
野
戦
機
動
軍
兵
士
の
場
合
は
軍
務
年
数
や
負
傷
・
疾

病
・
老
齢
な
ど
事
由
を
問
わ
ず
、
満
期
除
隊
の
日
の
三
四
三
の
の
一
・
扱

い
（
す
な
わ
ち
、
自
己
と
妻
の
二
人
分
の
人
頭
の
削
除
）
と
さ
れ
る

の
に
対
し
、
河
川
監
視
軍
兵
士
の
場
合
は
、
’
六
年
以
上
の
軍
務
と

戦
闘
中
に
負
っ
た
負
傷
と
い
う
軍
務
年
数
・
事
由
の
条
件
が
課
さ

れ
、
条
件
を
満
た
し
た
場
合
で
も
名
誉
除
隊
ロ
目
の
の
白
三
ｍ
の
一
・
扱

い
（
す
な
わ
ち
、
一
人
分
の
人
頭
の
削
除
）
と
さ
れ
て
い
る
。
ｑ
・

の
○
三
・
【
【
の
ｓ
の
．
＆
ず
」
・
》
の
。
巨
三
の
目
陣
□
寅
・
Ｐ
８
．
畳
・
》
己
・
雪

（
未
完
）

一
ハ
一
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